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第４０２回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ １３番 市 長１．白石市長選挙の結果について

山 田 裕 一 ① 去る１０月２８日執行の白石市長選挙の結果につ

（一問一答） いて市長はどのような感想を抱いたのか。

② この選挙結果から今後の市政運営についての所見

を伺う。

③ この選挙結果は、風間市政に対しての評価ととも

に白石市の行政全般に対しての評価とも考えられるが、

今後の更なる市民目線での行政サービスについての市

長の所見を伺う。

④ 健全財政を堅持することと市民満足度をUPさせる

には、行財政運営のバランス感覚が重要と考えるが、

市民や各地区からの要望がしっかりと市長の元に届い

ているのか。

市 長２．３年数ヶ月の民主党政権についての総括

２００９年９月に誕生した民主党政権によって日本

の政治は大きな転換期を迎えた。しかし、民主党が掲

げたマニフェストは、ほとんどが「絵にかいた餅」で

終わってしまった。民主党政権によって白石市の行財

政運営にも大きな影響があったと感じている。そこで

① 首長の立場から民主党政権とはどのような政権だ

と感じたのか所見を伺う。

② 首長としてどのような政権、またはどのような枠

組みでの政権運営が望ましいと考えているか。

③ 地方自治体の長が新たな政党を作って党首になっ

たり、またはそれに近い役職を兼務したり、地方自治

体の長でありながら、国政に強い影響力を持とうとし

ている方々がおるが、同じ地方自治体の長としてどの

ような所見をお持ちか伺う。また、風間市長自身の国

政に対しての思いがあれば併せて伺いたい。

２ １５番 市 長１．原発補償と健康診断について

大 野 栄 光 先般向こう４年の市政を担う市長選が行われました。

（一問一答） 無投票に思われた選挙戦が一転して現職と新人の戦

いとなり現市長が当選を決めました。投票率が最低と

低いものではありましたが、工業団地への企業誘致の

成功や、３・１１の東日本大震災の社会インフラの復

旧をし、白石城の修復を成し遂げた実績は大きく評価

するに値するものと思われます。当市にとりましても

未だ行うべき事が山積みしている中、無用の市政の混

乱は望まず、これまでの市長の施策を支持し、支援し

て参りました。選車に乗り、２期８年の実績も訴えま

した。結果は前回の圧勝とは程遠く大変厳しい市民の

審判の目でありました。一ヶ月前に出馬表明した相手

候補は放射線被曝から市民を守り、安心・安全な暮ら

しの公約を掲げ、健康診断をと訴えました。あとわず

かで追随し迫る様相でした。子育て中の若いお母さん

方のパワーを目の当たりに感じられ、市民が求めてい

る最大の課題ではないかと思わされました。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１５番 「人・暮らし・環境が活きるまちづくり」を目指す

大 野 栄 光 市長にとって、半数近くの市民が１８歳未満の児童と

（一問一答） 妊婦さんの補償、健康診断を支持された事に、今後４

年間の課題とし、この事を謙虚に受けとめ答える責務

があると思いますが、考えをお聞かせ頂きたい。

３ ２番 市 長１．市が管理する橋梁について

伊 藤 勝 美 住民の安全な通行を確保するには、橋の安全点検を

（一問一答） 実施し、予防的に修繕を行なう事が必要ではないかと

考えます。このことが、橋梁の寿命を延ばし、大規模

な修繕や架け替えの費用を減らし、結局は効率的な行

政の執行ということになると思います。

橋梁の予防保全は行政の責任と考え、以下の点につ

いて伺います。

① 本市が管理している橋の設置状況は何カ所あるの

か。そのうち３０年から４０年が経過する橋の数はど

のくらいあるのか。

② 震災前過去５年間の、橋の維持管理に関する予算

と管理にかかわる担当職員の人数はどのようなものだ

ったのか。

③ 定期的な点検はどのようにして実施されているのか。

④ 本年度の点検状況等はどのようになっているのか。

市 長２．公共施設の節電対策について

東日本大震災に伴う原発の事故から、わが国の電力

需給は非常に厳しい状況になっています。電力会社に

今以上の合理化を求める事は当然ですが、今後の電気

料金の値上げは避けられない状況にあります。このよ

うな状況の中、わが市の第一に取るべき行動は電力供

給への対策からにしても、財政対策からしても節電と

いうことになろうかと考え、以下の点について伺います。

① 現在、公共施設において、どのような節電対策を

とられているのか。

② 県や国の補助金を活用した節電対策はどのような

ものがあるか。

③ 公共施設において、節電対策に夜間電力を活用す

ることは可能なのかどうか。

市 長３．博物館について

① 博物館建設準備室において、博物館建設に関する

資料収集、計画の策定、委員会等の開催等の現在の進

捗状況はどのようになっているのか伺う。

市 長４．市長が言っている「花のまち」について

① どのような構想なのか伺う。

４ ４番 市 長１．「子ども・子育て関連３法」の具体化について

管 野 恭 子 「社会保障と税の一体改革」の重要な柱の一つとし 教 育 長

（一問一答） て、先の通常国会で「子ども・子育て関連３法」が成

立した。

この法律は、保育所・幼稚園・認定こども園の拡充

など、子育て環境の充実を図る事が目的である。本制

度の実施主体は市町村であり、地域のニーズに基づい
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

４ ４番 た子育てに関する事業計画を策定した上で、給付制度

管 野 恭 子 等の支援を実施する事になっている。

（一問一答） そのために平成２５年度より、市町村に合議制機関

として「地方版子ども・子育て会議」の設置と子育て

に関する実態調査の実施が必要となってくる。

制度の本格実施は平成２７年１０月が予定であるが

、それへ向けての本市の「子ども・子育て関連３法」

の具体化をどう推進しようと検討しているかを伺う。

市 長２．レアメタル等の回収・リサイクルの取り組みにつ

いて

携帯電話やデジタルカメラなどの使用済みの小型家

電に含まれるアルミニウム、貴金属、レアメタルなど

の回収を進める小型家電リサイクル法（使用済み小型

電子機器等再資源化促進法）が、本年（２０１２年）

８月に成立、２０１３年４月から施行になる。

現在、我が国では小型家電に含まれるレアメタルや

貴金属は多くを輸入に依存し、その大半はリサイクル

されずにごみとして埋め立て処分されているが、同法

の成立により、市町村がこれらを回収し、国の認定を

受けた業者が引き取りレアメタルなどを取り出すリサ

イクル制度が創立されることになった。

新制度では、消費者や事業者に新たな負担や義務を

課すこれまでの各種リサイクル法とは異なり、自治体

とリサイクル事業者が柔軟に連携して地域の実態に合

わせた形でリサイクルを推進できるものである。この

制度は、①資源確保②有害物質管理③廃棄物減量化の

３視点を踏まえた循環型社会形成の推進を目的とした

ものであり、国の財政支援措置も予定されている。取

り組みについては、自治体の任意であるが、本市にお

いて実施すべきと考えるが、市長の見解を伺う。

５ ３番 市 長１．放射能汚染対策について

制 野 敬 一 現在市では、放射線量の低減に取り組んでおり、今

（一問一答） 年度中に学校などの施設の除染は終了すると聞いてい

るが、まだまだ市民には安心・安全であるとは感じら

れていない。

今後、どのような施策を持って、この対策に取り組

んでいこうと考えているのかお聞きしたい。

① 公共施設以外の線量の測定と除染対策

② 焼却灰の仮保管施設の建設及び最終保管場所の設

置計画の進捗状況

市 長２．有害鳥獣駆除対策について

近年、有害鳥獣被害が多発し、農作物が荒らされ、

生産者は、その対応に苦慮しているのが実情である。

前回（第４００回）定例会でも取り上げられている

ようであるが、その実態は憂慮すべき状態である。い

ち早い対応を迫られている状況をどのように捉えてい

るのかお聞きしたい。

① 被害状況の把握及び対策
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

６ １０番 市 長１．ＤＣ（デスティネーションキャンペーン）の取り

組みとさらなる企業誘致の対応について四 竈 英 夫

（一括質問一括 震災から１年９ヶ月が経過し、復興の槌音が力強く

答弁） 響いております。そうした中、来年５～６月にＤＣが

開催されます。震災により減少した観光客を再び呼び

戻し、本市の観光と商業経済を振興させるためにも、

最重要課題の一つとして取り上げておられると思いま

すが、その具体的な取り組みについて伺います。

また、昨年来３社の大手企業の誘致が実現しました。

誠に喜ばしい限りでありますが、今後さらなる企業誘

致に向け、用地の造成等を含めてどのような取り組み

をされるお考えか伺います。

市 長２．外来植物等への対応について

近年外国から入ってきた植物や魚類等の異常繁殖が

問題になっております。身近なものでは、セイダカア

ワダチソウがあります。黄色い花を付け、一見きれい

な花に見えますが、その繁殖力と生命力は驚くばかり

で、数年の間にあたり一面繁茂してしまいます。減反

した水田は言うに及ばず、畦畔や土手・畦道など至る

所に群生しています。高速道路の法面に延々と続く、

黄色い花の帯はかつては見られなかった光景です。

これをこのまま放置しておけば、遠からず黄色い花

に席巻され、在来の草花は淘汰されるおそれさえあり

ます。そして、さらに心配されることは、この草が枯

れた時万一火災になったら大きな災害に発展すること

も考えられます。これらのことから、異常繁茂を続け

るセイダカアワダチソウを駆除し、元の緑を取り戻す

ための対策が必要ではないかと思いますが所見を伺い

ます。

また、魚類ではブラックバスやブルーギルなどの外

来種が持ち込まれ、繁殖力が強いうえどう猛な性質か

ら、在来の淡水魚が攻撃や食害の被害を受け、生態系

への影響まで危惧する声があがっております。こうし

た状況をどのように受けとめておられるか所見を伺い

ます。

７ １番 市 長１．放射能に対する健康調査について

澁 谷 政 義 昨年３月１２日以降、福島第一原発１・３号機の爆

（一問一答） 発事故にて放射能物質は広範囲に拡散され森林や土壌

が汚染された。農産物への汚染が懸念され当市でもい

ち早く食品検査に着手したことは最善策であったと思

う。その後遅れながらも除染作業が進んでいるが、未

だに市民の不安は払拭されていない。

先般行われた市長選の争点の一つでもあった「放射

能から子供を守ろう」は、多くの市民の関心の的であ

った。特に幼い子供をもつ親や家族の最大の願いでも

あったと思う。

選挙戦も終え、今、冷静に市民の声に耳を傾けるな

らば、子供たちの定期健康診断を当市独自で実施する

英断をしてはいかがでしょうか、お伺いします。


